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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金 9：30 ～ 18：00
　　　　　  土・日9：30 ～ 17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

５/１ 日 10:30～おはなしひろば
２ 月 月曜休館
３ 火 祝日休館（憲法記念日）
４ 水 祝日休館（みどりの日）
５ 木 祝日休館（こどもの日）
６ 金 移動図書館車④コース
７ 土
８ 日 10:00～ブックスタート
９ 月 月曜休館
10 火
11 水 移動図書館車①コース
12 木 10:30～絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車②コース
14 土
15 日 10:30～おはなしひろば
16 月 月曜休館
17 火
18 水 移動図書館車③コース
19 木 10:30～絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車④コース　　
21 土
22 日 10:30～おはなしひろば　　
23 月 月曜休館
24 火
25 水 移動図書館車①コース
26 木 10:30～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車②コース
28 土
29 日 10:30～おはなしひろば
30 月 月曜休館
31 火

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

　“おこわを炊く”“ 洗張りを
する”“掻巻をつくる”どの家
でも母親が営んできた、衣・食・
住にまつわる「家事」。
　写真とともに作業工程が紹
介されています。手慣れた姿、
作業をする手、どれもさすが
と感じます。

「
昭
和
の
家
事

        

母
た
ち
の
く
ら
し
」

　
　
　

 

小
泉
和
子　
著

　

 

河
出
書
房
新
社　
刊

◇
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
フ
ル
ー
ル
講

座
開
催

　

今
注
目
を
集
め
て
い
る
、
造
花
で

楽
し
む
新
し
い
ク
ラ
フ
ト
、
オ
ー
ト

◇
人
権
同
和
学
習
会　
開
催

　
３
月
17
日
（
木
）
太
田
地
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
人
権
同
和

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
、

　

太　
田　
　
　

　

岡　
山　
　
　

◇
囲
碁･

将
棋･

麻
雀･

大
会　

　

３
月
20
日
（
日
）
に
開
催
予
定
で

し
た
が
、東
北
地
方・太
平
洋
沖
地
震
、

長
野
県
北
部
地
震
の
た
め
、
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

順
慶
寺
住
職　

常
盤
井
智
海
さ
ん

を
招
き
「
命
の
尊

さ
」
と
題
し
講
演

を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
人
間
だ

け
で
な
く
動
植
物

そ
れ
ぞ
れ
に
命
が

あ
り
、
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

ク
チ
ュ
ー
ル
フ

ル
ー
ル
講
座
を
、

３
月
15
日
（
火
）

か
ら
３
回
開
催

し
、
コ
サ
ー
ジ
ュ

や
髪
飾
り
・
バ
ッ

ク
チ
ャ
ー
ム
を

製
作
し
そ
れ
ぞ

れ
の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
製
作
し
た
コ
サ
ー
ジ
ュ

を
早
速
卒
業
式
に
利
用
し
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

◇
救
急
救
命
講
座

　

５
月
15
日(

日)

午
後
１
時
30
分

か
ら
約
３
時
間
、
常
盤
公
民
館
で
開

催
し
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な

ど
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
常
盤
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
日
時　
５
月
29
日(

日)

午
前
９
時
か
ら

　
場
所　

常
盤
保
育
園
周
辺
コ
ー
ス

　

詳
し
く
は
、
常
盤
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
囲
碁･

将
棋･

オ
セ
ロ･

麻
雀･

卓
球
大
会

　

３
月
27
日(

日)

予
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖

地
震
、
長
野
県
北
部
地
震
の
た
め
中

止
と
し
ま
し
た
。
来
年
へ
御
期
待
く

だ
さ
い
。

◇
公
民
館
に
多
目
的
ト
イ
レ
完
成

　
３
月
10
日
常
盤
公
民
館
（
活
性
化

セ
ン
タ
ー
）
１
階
に
待
望
の
多
目
的

ト
イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

車
イ
ス
で
も

利
用
し
や
す
い

よ
う
に
中
が
と

て
も
広
く
、
明

る
い
造
り
で
す
。

公
民
館
の
学
習

講
座
な
ど
多
く

の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

常　
盤　
　
　

◇
筆
遊
び
体
験
講
座

　
３
月
４
日(

金)

に
常
盤
公
民
館
に

て
、
遊
筆
家 

林
映
寿
さ
ん
（
小
布
施・

雁
田
薬
師
浄
光
寺 

副
住
職
）
を
講
師

に
招
き
、『
筆
遊
び
』
の
体
験
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

林
先
生
の
話
は
と
て
も
楽
し
く
、

講
座
が
進
む
に
連
れ
次
第
に
肩
の
力

が
抜
け
、
最
後
の
作
品
作
り
で
は
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
人
だ
け
の
文

字
が
書
け
ま
し
た
。

時を忘れて集中

胸につけての記念撮影

熱のこもったお話
ありがとうございました

難しくも楽しい作業

「命」を学びました

清潔感溢れる

よ
み
も
の

仏
の
発
見　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
は
「
過
去
」
な
の
か

千
思
万
考　

こ
と
ば
を
旅
す
る　

憲
法
が
し
ゃ
べ
っ
た
。　

就
活
と
ブ
ラ
ッ
ク
企
業　

な
る
ほ
ど
図
解
消
費
者
法
の
し
く
み

重
す
ぎ
る
母
無
関
心
な
父　

二
十
歳
（
は
た
ち
）
の
君
へ

巨
大
翼
竜
は
飛
べ
た
の
か　

表
装
の
技
法

「
人
間
力
」
で
闘
う　

五
木　

寛
之

栗
原　

俊
雄

黒
鉄
ヒ
ロ
シ

細
川　

護
煕

木
山　

泰
嗣

森
岡　

孝
二

草
道　

倫
武

信
田
さ
よ
子

東
京
大
学
立
花
隆
ゼ
ミ

佐
藤　

克
文

湯
山　

美
治

両
角
　

速

生
活
・
社
会
・
趣
味

ラ
イ
麦
畑
で
熱
血
ポ
ン
ち
ゃ
ん　

鼠
、
影
を
断
つ　

赤
の
他
人
の
瓜
二
つ

漂
流
家
族　

エ
デ
ン　

リ
ラ
を
揺
ら
す
風　

ち
ょ
ち
ょ
ら

花
の
鎖

三
十
光
年
の
星
た
ち　
上
下　

白
の
祝
宴　

山
田　

詠
美

赤
川　

次
郎

磯
崎
憲
一
郎

池
永
　

陽

近
藤　

史
恵

谷
村　

志
穂

畠
中
　

恵

湊　

か
な
え

宮
本
　

輝

森
谷　

明
子

新 着 図 書 案 内

大
活
字

愛
宕
山
房
古
田
文
庫
、
４
月
30
日
オ
ー
プ
ン

５
月
か
ら
「
家
族
貸
出
」
を
始
め
ま
す

複
写
代
が
１
枚
10
円
に

広
き
迷
路　
１
～
３

遊
び
と
日
本
人　

真
田
太
平
記　
２
ー
１
～
３　

赤
い
影
法
師　
上
下　

退
屈
姫
君
伝　
上
下　

三
浦　

綾
子

多
田
道
太
郎

池
波
正
太
郎

柴
田
錬
三
郎

米
村　

圭
伍

先月号のらいぶらりいブックレビューで紹介した本の題名に誤りがあり
ました。正しくは「１時間でつくれる！通園通学バッグとこもの」です。

　

図
書
館
で
は
、
館
内
で
の
資

料
に
限
り
、
個
人
の
調
査
研
究
の

た
め
の
複
写
を
職
員
が
行
っ
て
お

り
、
そ
の
実
費
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
用
紙
の
大
き
さ

（
Ｂ
５
、
Ａ
４
、
Ｂ
４
、
Ａ
３
）
を

問
わ
ず
、
全
て
１
枚
10
円
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
図
書
館
内
の
資
料
の
複

写
は
著
作
権
法
に
よ
る
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
作
品
全
部
の
複
写

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
８
月
、
愛
宕
町
の
故
古
田

十
一
郎
氏
が
収
集
さ
れ
た
図
書
な

ど
を
、
ご
遺
族
か
ら
飯
山
市
に
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

資
料
は
短
歌
に
関
係
の
あ
る

本
な
ど
が
中
心
で
、
斎
藤
茂
吉
、

島
木
赤
彦
、
土
屋
文
明
の
著
作

や
、「
ア
ラ
ラ
ギ
」
な
ど
の
短
歌

集
、
国
鉄
に
関
す
る
本
な
ど
約

２
８
０
０
点
に
も
な
り
ま
す
。

　

昨
年
末
か
ら
本
格
的
に
図
書

の
書
誌
（
本
の
情
報
）
登
録
、
装

備
（
ラ
ベ
ル
貼
り
）
作
業
な

ど
を
進
め
、
３
月
末
に
作
業

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

４
月
30
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
か
ら
図
書
館
に
お
い

て
、
愛
宕
山
房
古
田
文
庫
の

開
庫
式
を
行
い
ま
す
。
図
書

は
図
書
館
２
階
の
閲
覧
室
の

一
角
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
展
示

し
ま
す
。
愛
宕
山
房
と
は
古
田
さ

ん
が
短
歌
を
詠
む
と
こ
ろ
で
、
愛

宕
町
の
自
宅
を
指
し
ま
す
。

　

式
典
終
了
後
、
故
人
と
の
関

係
が
深
か
っ
た
上
町
の
常
田
正
美

さ
ん
か
ら
「
古
田
先
生
が
わ
た
し

た
ち
に
残
し
て
く
れ
た
も
の
」
と

題
し
た
記
念
講
演
会
を
、
３
階
学

習
室
に
て
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
申

し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
の
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
５
月
か
ら

利
用
者
が
図
書
館
に
来
ら
れ
な
く

て
、
家
族
が
来
た
場
合
に
も
利
用

者
が
希
望
す
る
図
書
な
ど
を
貸
し

出
す
「
家
族
貸
出
」を
始
め
ま
す
。

●
手
続
き

　

図
書
館
で
本
を
借
り
て
き
て

ほ
し
い
利
用
者
か
ら
委
任
を
受
け

た
家
族
は
、
ま
ず
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
申
請
書
を
書
い
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

申
請
書
に
は
、
利
用
し
た
い
者

の
氏
名
、
カ
ー
ド
番
号
を
記
入
。

続
い
て
来
館
さ
れ
た
者
の
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
頂
き

ま
す
。
そ
の
後
、
持
参
さ
れ
た
利

用
者
カ
ー
ド
に
よ
り
図
書
の
貸
出

を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
は
図
書
を
管
理
す

る
上
で
、
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。　

●
代
理
人
貸
出
制
度

　

図
書
館
に
来
ら
れ
な
い
方
で
、

予
め
代
理
人
を
指
定
し
、
届
け
出

を
し
て
あ
れ
ば
図
書
を
貸
し
出
す

「
代
理
人
貸
出
」
の
制
度
も
あ
り

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

故古田十一郎氏


